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研究課題名：ヒノキ科花粉症患者における花粉-食物アレルギー症候群（PFAS）
関連アレルゲンコンポーネント感作の解析 

倫理審査担当：千葉地区倫理審査委員会 

承認日：2025 年 1 月 21 日  承認番号：24-CC-033 

研究実施期間：2025 年 1 月 21 日～2030 年 3 月 31 日 

１．研究の対象 

2025 年 1 月 21 日～2027 年 3 月 31 日に当院耳鼻咽喉科・頭頸部外科外来を受診され、採

血検査を受けた 5 歳～65 歳の方 

２．研究目的・方法 

もともと花粉症の人が、のちにその花粉のアレルゲンと交差反応する生の果物や野菜を摂 

取したときに口やのどの粘膜でアレルギー症状を示すことがあり、「花粉-食物アレルギー 

症候群（pollen-food allergy syndrome：PFAS）」と呼ばれています。 

ハンノキやシラカンバ花粉症における PFAS は報告が多くありますが、ヒノキ科花粉症で 

の感作率は不明です。本研究では、「ヒノキ科花粉症患者における PFAS の原因アレルゲ 

ンへの感作率」を明らかとすることを目的とします。具体的には、当院耳鼻咽喉科・頭頸 

部外科外来を受診され、採血検査を受けた 5 歳～65 歳の方の残余検体（血液検査をした際 

の余りの血液）を用いて、PFAS 原因アレルゲンへの反応を測定します。その患者さんの 

「年齢、性別、診断名」の情報とともに、匿名化した上で、結果を解析し、学会・学術誌 

に発表します。研究発表の際に個人が特定されることは一切ありません。 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：カルテ番号、年齢、性別、診断情報、血清総 IgE値、鼻汁好酸球数、血液 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 本研究に関するお問い合わせ（本研究への協力に同意されない場合を含む）連絡先： 

住所 〒286-8520 千葉県成田市畑ヶ田 852 

電話 0476-35-5600 

担当者の所属・氏名：国際医療福祉大学成田病院 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 山田まり恵 

研究責任者：国際医療福祉大学成田病院 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 教授 岡野光博 


